
                               平１５．９．１７ 
（社）京都府情報産業協会 

地域情報化委員会 各位 
                      地域情報化委員長 古川峰生（文責） 

   第３回地域情報化委員会 議事録 
■ 開催日時 平成１５年９月１６日（火）１６時～１８時 
■ 開催場所 （社）京都府情報産業協会 事務所（京都コンピュータ学院駅前校１Ｆ） 
■ 出席者 （順不同、敬称略）１１名 
 西尾（キャリアネットワーク京都）  藤原（けいしんシステムリサーチ） 
 小林（ケーケーシー情報システム）  足立（シゲル情報サービス） 
 直江（島津ビジネスシステムズ）   井上（スリーエース） 
古川（総合システムサービス）    土井（日本コンピューターファシリティ） 

 馬場（バンテック）         藤関（ユニシス） 
 須磨事務局長 

 ■ セミナー、報告及び議事 
１）各ワーキンググループ（ＷＧ）の活動報告 
２）ＷＧへの参加呼びかけ 

■ 議事・報告内容 
１）各ワーキンググループ（ＷＧ）の活動報告 
・第 2 回地域情報化委員会（7 月 15 日）以降の活動を各ＷＧ毎に報告する。 
＊添付ファイルで各ＷＧの活動日を参考の事 
＊報告の概要及び今後の要旨を記述する。 

① ＤＴＶ－ＰＦ 
・京情協より提示のＤＴＶ－ＰＦの質問表及び回答を説明し、お互いがＤＴＶ－ＰＦを

理解するように議論する。 
・細部はともかくＤＴＶ－ＰＦの外郭を理解する。 
・15 年度中に補正予算が実施となれば即、対応できるようにＤＴＶ－ＰＦでのソリュー

ション、実証実験の提案を２～３件用意する。 
・次回は 10 月 2 日（京都府、松下等と合同で）に上記ソリューションを検討する。 
② ＮｅｗｓＭＬ広報 
・同志社大学の金田先生と協調行動をしている。京都府の広報課も興味を持ち対応して

戴いている。現時点の課題は以下の 2 点ある。 
・ＮｅｗｓＭＬを利用したイベント情報システムの著作権と今後の開発基盤として利用

する場合との兼ね合いをどうするか？ 
・広報課のメンバーは府庁内での会議を念頭におかれている。該当ＷＧは 5 社で同志社

大学関連メンバーを考慮するとメンバーが全員参加が難しい。どうするか？ 
・ＷＧに属する 5 社で進め方、役割分担を協議して行動の有様を決める。 

 
 



③ 遠隔医療情報 
・行政側の医療情報関連の動き方をヒヤリングしたが、府立医大のリエゾンの 4 分科会、

医系関連のメンバーとの朝食会等を考慮しても情報関連が中心で動いているものは存

在していない。 
・遠隔医療の中心メンバーである馬場副委員長と直江さんとでもう少し議論しテーマの

絞込み及び対象の明確化を検討する。 
④ 消防・防災 
・京都府の消防防災課との勉強会の申し入れに対しては了解された。11 月末頃までは多

忙で準備が出来ない。年間考慮であれば 2 回／月程度でお願いしたい。 
・初回（10 月 30 日、10 時～）は京情協サイドで材料を提供し勉強会を立ち上げる。 

＊ 消防支援系Ｗｅｂシステムのデモ：多少の手直しは必要であるがデジタル疏水

ネットワークに各消防組合が接続し、三条電話局周辺に設置されるセンターに

Ｗｅｂサーバーを利用するイメージで協同運営する事を終着点。 
＊ 兵庫県の田舎（朝来消防組合）で利用活用されているＧＩＳ利用型も事例デモ

として考慮する。 
＊ 次回のテーマを検討・決定する。 

 
                              以上 


